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【はじめに】 

血管撮影装置にはハレーションを抑制する濃度補償フィルタが搭載されており、ハレーション部位にフィ

ルタを挿入することにより良好な画像を得ることができる。近年、デジタル化の普及に伴いダイナミックレン

ジ圧縮技術等の様々な画像処理により、ハレーションの影響が低減されフィルタの必要性が薄れてきてい

るが挿入部位の入射皮膚線量低減が可能である。この効果を利用し、冠動脈造影時の照射野重複による

入射皮膚線量増加をフィルタ挿入により回避するために適切なフィルタの挿入位置を検討した。 

【方法】 

濃度補償フィルタ有無での線量を調べるためにアクリル板20cmを用いてIVR基準点での空気吸収線量

を測定し比較した。  

IVR基準点におけるフィルタ有無での線量を比較し、同時に濃度補償フィルタ挿入部での線量を比較し

た。また当施設における冠動脈造影時の照射野部位を確認するために、線量測定フィルムとSkinDoseソフ

トを用いて患者入射面での照射野を確認した。 

照射野が重複する角度をリストアップし、臨床画像と合わせてフィルタの挿入部位を決定し、線量測定フ

ィルムを用い臨床時の皮膚入射分布を確認した。 

【使用機器】 

血管撮影装置  : TOSHIBA社製 Infinix Celeve-ｉ (INFX-8000V) 

皮膚線量推定プログラム  :  SkinDoseソフト (全循研) 

（線量分布確認） 

線量測定フィルム  :  ISP社製 Gaf -film（EBT2）  

電離箱線量計  :  Radcal  6cc-chamber  

【結果】 

測定結果をTable1,2に示す。IVR基準点におけるフィルタ有無での線量にあまり変化はなく、フィルタ挿

入部位での線量低減率は透視で最大65％、撮影で70％であった。線量測定フィルムの照射野部位と

SkinDoseソフトで推測した照射野部位はよく一致した。またSkinDoseソフトで照射野重複部位を確認し、臨

床画像と合わせてフィルタ挿入部位を確認することができた。適切なフィルタの挿入が照射野重複を回避

し被ばく低減にも有用であった。 

①RAO 30   

②RAO 10 CRA 30  

③RAO 10 CAU 30  

④LAO 20 CAU 30 

⑤LAO 30 CRA 20  

⑥LAO 50  

⑦LAO 50  

⑧LAO 30 CRA 20  

⑨PA  CRA 20 

 

⑨ 

Fig.1 当院での CAG 撮影方向 照射野の重なり 
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【考察】 

濃度補償フィルタの挿入は画質の向上に寄与するだけでなく、照射野重複を回避し入射皮膚線量の低

減に効果があった。照射野重複を考慮し適切にフィルタを挿入する事は冠動脈造影上、重要と思われる。 

濃度補償フィルタの挿入位置による線量増減の有無を検証したがFPDは面全体での明るさを感知し条件

にフィードバックさせているため辺縁部のみにフィルタ挿入してもあまり条件に変化は見られなかった。 

 

【まとめ】 

ABC機構が作動しない範囲での濃度補償フィルタの正確な挿入は、照射野の重複による皮膚線量の低

減や画質向上に効果がある。 適切な濃度補償フィルタの挿入は患者被ばくの面からも必須である。 

Fig.3 線量計と濃度補償フィルタ挿入位置 

フィルタ挿入 なし フィルタ挿入 小 フィルタ挿入 中 

フィルタ挿入 なし フィルタ挿入 小 フィルタ挿入 中 

透視条件 

75kV 423mA 4.0ms 

線量 1.4mGy/sec 

透視条件 

75kV 432mA 4.1ms 

線量 0.9mGy/sec 

透視条件 

75kV 448mA 4.1ms 

線量 0.4mGy/sec 

撮影条件 

80kV 63mA 4.0ms 

線量 13.6mGy/min 

撮影条件 

80kV 64mA 4.1ms 

線量 9.3mGy/min 

撮影条件 

80kV 65mA 4.0ms 

線量 4.8mGy/min 

 

Table 2 濃度補償フィルタ挿入部での空気吸収線量の比較 

フィルタ挿入 なし フィルタ挿入 小 フィルタ挿入 中 

透視条件 

75kV 433mA 4.0ms 

線量 1.4mGy/sec 

透視条件 

75kV 436mA 4.0ms 

線量 1.4mGy/sec 

透視条件 

75kV 437mA 4.0ms 

線量 1.4mGy/sec 

撮影条件 

80kV 64mA 4.1ms 

線量 14.1mGy/min 

撮影条件 

80kV 65mA 4.1ms 

線量 14.1mGy/min 

撮影条件 

80kV 64mA 4.1ms 

線量 14.2mGy/min 

 

Table 1 IVR 基準点での濃度補償フィルタ有無による空気吸収線量の比較 

 

      

 

   

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

   

Fig.2 IVR 基準点線量測定時の濃度補償フィルタ位置 

 

      

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

フィルタ挿入 なし フィルタ挿入 小 フィルタ挿入 中 


